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　市川市議会は毎年４回、２月、６

月、９月、12月に定例会を開きます。

（本年は１月も開催します）

　市議会だよりは原則として定例会

が終了した月の翌々月の第2土曜日

に発行（新聞折り込み）し、審議内容

をお知らせしています。

① 市川市アイ・リンクタウン展望施設から見た風景

② 大勢の人出でにぎわう市川市民納涼花火大会

③ 市川市動植物園のてんてんとベニー

④ 江戸時代から続く「行徳五ケ町の大祭」

⑤ 市川市東山魁夷記念館

全国に誇れる「市川」へ！全国に誇れる「市川」へ！

市民生活の安定と将来を見据えたまちづくりの推進を

CCCCCCCCCCCCC

CCCCCCCCCCCCC
シティセールス

　

市
川
市
で
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
と
し
て
市
外
に
向
け
て
の

観
光
・
物
産
案
内
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
な
ど
、
市
川

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
、
市
外
か
ら
の
来
訪
者
や
市
民
の
満
足
度
を
高
め

る
た
め
施
設
整
備
も
進
め
、
市
川
駅
南
口
に
「
ア
イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ

ン
展
望
施
設
」
を
平
成
21
年
10
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
連
日
多
く

の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
１
日
に
は
市

川
駅
北
口
に
「
い
ち
か
わ
観
光
・
物
産
案
内
所
」
も
開
所
し
、
市
内

の
観
光
案
内
が
駅
前
で
手
軽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
、
魅
力
の
あ
る
「
い
ち

か
わ
」、
市
民
が
誇
り
を
持
て
る
「
い
ち
か
わ
」
の
た
め
に
、
市
川

ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

市議会議長 竹 内 清 海

市議会副議長 戸 村 節 子
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
川

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
川
駅
南
口
再
開
発
Ａ
街
区
ビ
ル

が
完
成
し
、
そ
の
３
階
に
は
市
民
の
皆
様
よ
り
開
設
を
熱
望
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
図
書
館
を
、
さ
ら
に
45
階
に
は
す
ば
ら
し
い
眺

望
を
は
じ
め
、
パ
ノ
ラ
マ
夜
景
が
楽
し
め
る
市
川
市
の
新
し
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
展
望
コ
ー
ナ
ー
が

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
末
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
駅
前
広
場
と
歩
行
者
用
連
絡
通

路
の
整
備
完
了
を
も
っ
て
、
本
市
都
市
再
生
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
地
元
の

皆
様
や
商
店
街
に
と
っ
て
は
積
年
の
願
い
で
も
あ
り
ま
し
た
、
市
川
駅
南
口
再
開

発
事
業
が
い
よ
い
よ
完
成
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

他
方
、
世
界
中
の
人
々
が
恐
怖
と
不
安
に
駆
ら
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

流
行
が
認
知
さ
れ
て
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
り
、
国
内
に
お
い
て
も
感
染
者
が

増
大
す
る
こ
と
と
な
り
、
多
く
の
人
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
恐
ろ
し
さ
を
、
国
や
自

治
体
に
は
危
機
管
理
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
景
気
の
低
迷
は
、
依
然
と
し
て

そ
の
出
口
も
は
っ
き
り
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
は
一
段
と
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
市
民
生
活
の
安
定
と
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
議
会
と
行
政
が
車

の
両
輪
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
実
に
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

折
し
も
新
市
長
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
な
お
一
層
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
的
確
に
捉
え
、
市
政
に
反
映
さ
せ
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①

②④

③

⑤
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新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
八
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
自
民

党
が
歴
史
的
大
敗
し
、
九
月
に
民
主
党
の
鳩
山
首

相
が
誕
生
と
あ
わ
た
だ
し
い
一
年
で
し
た
。
政
治

の
要
諦
は
人
々
の
生
活
の
安
定
と
安
全
を
守
る
こ

と
に
尽
き
ま
す
。
市
川
市
民
の
方
々
の
隆
盛
の
み

を
念
頭
に
今
年
も
頑
張
り
抜
く
決
意
で
す
。

寒
川
一
郎

（73）

み
ら
い
・
つ
ば
さ

行
徳
駅
前
３
～
12
～
６

（
３
９
９
）２
６
４
５

　

時
代
は
大
き
く
動
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

迎
え
る
時
代
を
読
む
こ
と
は
勿
論
大
切
で
す
が
、

一
方
、
動
き
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢

を
持
ち
続
け
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

汗
を
か
こ
う
！
考
え
よ
う
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
教

育
・
環
境
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
「
ひ
と
り
一

人
が
輝
い
て
い
る
街
・
市
川
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

岩
井
清
郎

（63）

み
ら
い
・
つ
ば
さ

北

方

１

～

15

～

19

（
３
３
４
）２
２
８
０

　

元
旦
に
思
う
こ
と
、

昨
年
は
市
川
駅
南
口
図

書
館
開
館
、
市
川
市
ア
イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ
ン
展
望

施
設
開
設
。
本
年
は
広
尾
防
災
公
園
開
設
、
市
川

駅
南
口
駅
前
広
場
オ
ー
プ
ン
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
傾
注
し
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
子
育
て

支
援
、
介
護
、
環
境
等
の
課
題
を
議
会
で
提
言
し

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鈴
木
啓
一

（67）

ニ
ュ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス

塩
浜
４
～
２
～
16
～
１
０
１

（
３
９
７
）６
９
６
１

　

本
年
は
政
権
が
代
わ

り
新
し
い
時
代
、
新
し

い
リ
ー
ダ
ー
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

私
も
五
期
目
に
な
り
ま
し
た
。
め
ま
ぐ
る
し
い
社

会
の
変
化
や
個
人
主
義
の
定
着
に
よ
り
人
と
の
絆
、

道
徳
観
、
倫
理
観
が
希
薄
と
な
り
、
様
々
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。
未
来
を
託
す
子
供
の
健
全
育

成
、
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
に
努
力
致
し
ま
す
。

井
上
義
勝

（67）

自
由
ク
ラ
ブ

国

分

５

～

17

～

２

（
３
７
２
）２
３
１
５

　

市
川
市
は
文
化
都
市

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
、
福
祉
、
生
活
環
境
等
、
真
の
豊
か
さ
を
感

じ
る
市
川
市
を
築
く
に
は
、
行
政
と
市
民
が
で
き

る
こ
と
を
明
確
に
し
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
情
報

交
換
が
必
要
で
す
。
皆
様
が
心
豊
か
に
安
心
し
て

市
川
に
住
ん
で
頂
く
た
め
に
、
市
民
の
代
弁
者
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
尚
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

五

関
　

貞
（62）

自
由
ク
ラ
ブ

北

方

３

～

22

～

18

（
３
３
３
）４
０
５
８

　

百
年
に
一
度
の
未
曾

有
の
経
済
危
機
で
市
民

の
皆
さ
ん
は
将
来
に
不
安
・
生
活
の
リ
ズ
ム
の
変

化
・
可
処
分
所
得
の
減
少
、
そ
し
て
税
金
等
の
負

担
の
重
圧
!!
誰
も
が
安
全
・
安
心
出
来
る
生
活

の
安
定
「
頼
り
に
な
る
市
民
の
味
方
」
を
目
指
し
、

ご
要
望
・
ご
意
見
に
正
面
よ
り
立
ち
向
か
い
課
題

解
決
に「
私
は
や
り
ま
す
」で
本
年
も
邁
進
し
ま
す
。

宮
田
か
つ
み

（60）

ニ
ュ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス

国

府

台

１

～

９

～

７

（
３
７
２
）５
５
１
１

　

政
権
交
代
に
、
市
長

の
交
代
、
ま
さ
に
政
治

を
変
え
る
年
で
す
。
今
年
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
生

の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
税
金
の
無
駄
使
い
を

た
だ
し
、
医
療
・
介
護
・
子
育
て
・
教
育
な
ど
、

政
治
の
最
優
先
課
題
実
現
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
訴

え
、
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
議
員
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
生
か
し
て
全
力
投
球
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

谷
藤
利
子

（56）

日
本
共
産
党

福
栄
２
～
１
～
１
～
７
１
３

（
３
９
８
）５
９
４
８

　

昨
年
は
市
川
市
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

25
周
年
、
今
年
は
終
戦
65
周
年
で
す
。
戦
争
の
風

化
が
言
わ
れ
る
中
、
私
自
身
が
戦
争
体
験
者
の
話

な
ど
を
聞
き
、
今
度
は
自
分
が
戦
争
の
残
酷
さ
、

い
の
ち
の
尊
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
決
意

で
す
。
ま
た
福
祉
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
い
の
ち

を
大
事
に
す
る
市
川
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

桜
井
雅
人

（36）

日
本
共
産
党

鬼
高
３
～
３
～
８
～
２
０
２

（
３
７
０
）０
８
７
０

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三
万
人
を
超
え
る
方
々
が
居
住
す
る
私
達
の
信
篤

二
俣
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
積
極
的
に
取
組
ま
す
。

外
環
道
国
道
部
分
の
開
通
に
よ
る
交
通
問
題
、
児

童
増
に
よ
る
信
篤
小
の
教
育
環
境
の
改
善
策
な
ど

万
全
な
対
応
を
図
り
、
住
民
の
満
足
度
を
高
め
る

政
策
実
現
に
努
め
ま
す
の
で
力
を
貸
し
て
下
さ
い
。

松
永
修
巳

（70）

緑

風

会

原

木

１

～

22

～

16

（
３
２
７
）１
４
７
０

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
ん
で
行

き
た
い
。」 

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
市
川
市
づ
く
り

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
大

事
に
応
え
る
べ
く
、
そ
し
て
市
民
の
目
線
で
考
え
、

実
現
に
向
け
て
進
ん
で
行
く
こ
と
に
、
一
歩
ず
つ

今
年
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

稲
葉
健
二

（52）

緑

風

会

八

幡

２

～

２

～

10

（
３
３
３
）１
７
８
３

　

新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
主
婦
と

し
て
母
と
し
て
女
性
の
視
点
か
ら
「
希
望
あ
ふ
れ

る
市
川
」
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政

に
届
け
て
参
る
所
存
で
す
。
今
後
共
一
番
身
近
な

政
治
家
と
し
て
ご
指
導
賜
り
ま
す
様
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

守
屋
貴
子

（41）

民
主
ク
ラ
ブ

東

菅

野

２

～

４

～

18

（
３
２
２
）３
９
７
１

　

行
政
や
市
議
会
は
、

時
代
の
変
化
に
即
し
て
、

す
ば
や
い
対
応
や
改
革
を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
出
席
一
日
三
千
円
の
費

用
弁
償
支
給
な
ど
「
時
代
お
く
れ
の
条
例
」
は
、

今
年
こ
そ
廃
止
す
る
べ
き
で
す
。
ま
ず
、
自
ら
が

襟
を
正
し
経
費
削
減
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
福
祉

の
充
実
に
向
け
て
働
い
て
参
り
ま
す
。

松
葉
雅
浩

（48）

公

明

党

稲

越

町

29

～

46

（
３
７
２
）８
９
７
０

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
と
も
に
戦
い
、
ま
た
励
ま
さ
れ

た
二
年
有
余
。
本
年
も
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う

に
、
一
日
を
一
ヶ
月
に
、
一
ヶ
月
を
一
年
に
匹
敵

す
る
決
意
と
行
動
力
で
、
皆
様
の
生
活
を
守
り
抜

く
た
め
一
生
懸
命
に
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

堀

越
　

優
（54）

公

明

党

曽
谷
５
～
33
～
３
～
１
０
４

（
３
７
３
）７
６
２
４

　

私
達
、
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
暮
ら
し
の
問

題
を
話
し
合
う
場
を
作
り
、
地
域
を
支
え
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
情
報
交
換
し
、
政
策
に
つ
な
げ
て
い
く
形
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。
毎
議
会
後
そ
の
結
果
を
通
信

で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
福
祉
、
女

性
の
就
労
支
援
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
市
川
市
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

秋
本
の
り
子

（52）

社
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

妙

典

１

～

１

～

３

（
３
５
７
）８
５
２
４

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

初
当
選
か
ら
三
度
目
の
正
月
に
当
た
り
、
あ
ら

た
め
て
初
心
に
帰
り
市
民
の
皆
様
に
訴
え
た
『
Ａ

Ｅ
Ｄ
と
愛
す
る
人
の
命
を
守
る
救
命
法
の
普
及
』

を
進
め
て
行
き
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
一
人
で
も
多
く

の
命
が
助
か
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
風
害
・
騒

音
問
題
解
決
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

プ
リ
テ
ィ
長
嶋

（55）

ニ
ュ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス

市

川

２

～

14

～

13

（
３
２
６
）０
８
６
７

　

経
済
不
況
に
よ
り
、

市
川
市
に
お
い
て
も
税

収
入
が
低
下
し
、
今
後
ま
す
ま
す
地
方
自
治
の
舵

取
り
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
よ

り
良
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
「
子
供
に
ツ
ケ
を
ま
わ
さ
な
い
！
」

田
中
幸
太
郎

（30）

み
ら
い
・
つ
ば
さ

末
広
１
～
13
～
１
～
１
Ｆ

（
７
０
１
）５
５
２
５

　

新
し
い
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
正
直
」・

「
平
等
」・「
平
和
」
を
信
条
に
、
皆
様
が
安
心
し

て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
あ
る
市
川
の
街
・
自
然
・
緑
・
環

境
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
生
活
重

視
の
政
策
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
今
年
も

ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
亦
竜
大

（45）

社
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

南
八
幡
４
～
12
～
５
～
９
０
６

（
３
７
９
）９
２
０
３

　

昨
年
、
野
田
市
が
全

国
初
の
公
契
約
条
例
を

制
定
。
私
も
市
議
会
で
市
内
業
者
育
成
、
生
活
で

き
る
委
託
労
働
者
の
賃
金
確
保
を
求
め
続
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
市
職
員
の
不
正
問
題
な
ど
税

金
の
無
駄
遣
い
も
追
及
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

市
民
が
主
役
の
市
政
転
換
に
努
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金
子
貞
作

（58）

日
本
共
産
党

大
野
町
３
～
１
１
６
～
２

（
３
３
７
）６
１
８
４

議
員
41
人

年
頭
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

（
掲
載
は
議
席
順
、年
齢
は
一
月
一
日
現
在
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
近
な
生
活
環
境
は
日
々
変
化
を
し

て
お
り
、
地
方
議
会
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
市
政
運
営
の
主
役
で

あ
る
皆
様
か
ら
の
要
望
の
把
握
に
努
め
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
市
川
市
の
実
現
に
向

け
、
今
年
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

竹
内
清
海

（59）

緑

風

会

曽

谷

１

～

20

～

７

（
３
７
２
）６
０
０
３

　

謹
賀
新
年

今
、
日
本
が
危
な
い
。

食
料
自
給
率
は
四
十
％
で
あ
る
。
先
進
諸
国
は
フ

ラ
ン
ス
が
百
二
十
二
％
、
ス
ペ
イ
ン
が
八
十
九
％
、

ド
イ
ツ
が
八
十
四
％
、
イ
ギ
リ
ス
が
七
十
％
で
あ

る
。
農
業
再
生
が
日
本
経
済
の
輸
出
へ
の
過
剰
依

存
が
改
め
ら
れ
る
糸
口
と
な
る
筈
で
あ
る
。
政
府

に
農
業
政
策
の
再
考
と
転
換
を
願
う
所
以
で
あ
る
。

高
安
紘
一

（71）

自
由
ク
ラ
ブ

鬼

高

２

～

４

～

13

（
３
３
４
）４
７
３
７
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菅
野
、
真
間
、
須
和

田
地
域
に
、
公
民
館
、

街
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
防
災
拠
点
、
多
目
的
広

場
等
の
ご
要
望
を
頂
き
、
日
出
学
園
隣
菅
野
６
丁

目
敷
地
内
、
約
６
千
㎡
に
着
工
予
定
と
な
り
ま
し

た
。
自
然
と
文
化
の
息
づ
く
街
づ
く
り
を
基
本
理

念
と
し
、
本
年
も
現
場
第
一
主
義
に
徹
し
、
皆
様

方
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
為
、
頑
張
り
ま
す
。

か
い
づ
　

勉
（68）

道

須

和

田

２

～

33

～

９

（
３
７
３
）１
２
２
５

　

景
気
の
回
復
、
財
源

を
伴
う
地
方
分
権
の
強

化
推
進
こ
そ
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
特
に
慢

性
的
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
居
る
医
療
、
介
護
、
子

育
て
は
深
刻
な
状
況
で
す
。 

「
生
活
現
場
第
一
」 

「
一
人
の
声
を
大
切
に
」
と
の
政
治
姿
勢
の
基
、

人
間
主
義
に
立
脚
し
た
、
安
心
・
安
全
の
街
づ
く

り
に
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

大
川
正
博

（61）

公

明

党

幸
２
～
１
～
３
～
Ａ
～
１
０
１
３

（
３
９
７
）７
０
２
８

　

政
権
交
代
‥
‥
国
の

生
き
方
が
変
わ
る
。
国

民
も
こ
の
政
権
に
三
年
間
は
任
せ
て
み
た
ら
ど
う

か
。
首
相
が
一
年
毎
に
代
わ
る
の
は
う
ん
ざ
り
だ
。

就
職
支
援
に
全
力
を
あ
げ
ろ
。
医
療
崩
壊
も
同
じ

だ
。
教
育
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
並
み
に
国
が
力
を
入

れ
ろ
。
弱
者
に
も
っ
と
目
を
向
け
ろ
。
以
上
の
視

点
に
立
ち
市
川
市
の
行
政
は
行
わ
れ
る
べ
き
だ
。

佐
藤
義
一

（67）

市
民
連
合
・
あ
い

大

洲

３

～

14

～

２

（
３
７
６
）６
１
８
６

　

政
権
の
交
代
に
よ
り
、

国
政
の
影
響
が
、
本
市

に
も
波
及
し
て
く
る
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
不

景
気
の
中
、
本
市
も
税
収
減
を
踏
ま
え
て
、
市
政

を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
策
に
つ
い

て
も
、
優
先
順
位
を
定
め
て
、
議
会
に
お
い
て
も

充
分
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
豊
か
な

市
川
市
を
目
指
し
て
、
本
年
も
頑
張
り
ま
す
。

松

井
　

努
（62）

緑

風

会

福

栄

３

～

19

～

５

（
３
９
５
）６
１
６
６

　

国
は
政
権
交
代
で
新

年
を
迎
え
、
本
市
は
新

市
長
の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
。
心
新
た
に
「
現
場
第

一
主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
育
て
支
援
、
信
頼

あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
住
ん
で
良
か

っ
た
市
川
を
、
安
心
、
安
全
な
街
を
築
い
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り

ま
す
様
に
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
妙
子

（61）

公

明

党

鬼

高

２

～

９

～

11

（
３
３
６
）７
９
５
４

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
様

の
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
た
め
に
、
本
年
も
全
力
で

働
い
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
対
話
し
な

が
ら
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
人

に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
な
ど
「
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
市
川
」
を
目
指
し
て
と
こ
と
ん
頑
張
り
ま
す
。

戸
村
節
子

（57）

公

明

党

南

八

幡

５

～

15

～

７

（
３
７
７
）１
７
３
５

　

新
年
は
心
が
清
々
し

く
朝
が
明
け
ま
す
。
教

育
と
地
域
に
力
点
を
置
い
て
今
年
も
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
意
見
を
伺
い
、
市
政
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
介
護
や
子
育
て
支
援
も
尚
一
層
、
関
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
就
職
が
決
ま
っ
た
と
い
う
一
本
の
電

話
が
心
を
明
る
く
し
ま
す
。
市
川
は
住
み
や
す
い

町
、
人
に
や
さ
し
い
町
で
あ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

湯
浅
止
子

（62）

社
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

大
野
町
３
～
１
７
６
６

（
３
３
７
）７
１
７
５

　

新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
国

政
が
動
き
、
今
年
は
地
方
が
変
革
す
る
時
で
す
。
市

川
市
政
・
議
会
は
市
民
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。
市

民
本
位
の
行
政
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
に
厳
し
く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
行

政
の
無
駄
を
除
き
、
本
当
に
市
民
が
必
要
と
す
る

政
策
を
推
進
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

坂
下
し
げ
き

（35）

ニ
ュ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス

中

国

分

３

～

９

～

５

（
３
１
８
）４
６
４
９

　

謹
ん
で
新
春
を
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
バ
ス
路
線
『
柏
井
線
』
の
下
総
中
山
駅

乗
り
入
れ
と
船
橋
法
典
駅
経
由
の
増
便
を
、
多
く

の
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
、
運
行
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
本
年
も
市
民
が
今
、
何
を
必
要
と
し
、

何
を
未
来
に
築
く
べ
き
か
を
自
分
自
身
に
問
い
か

け
、
全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

加
藤
武
央

（55）

自
由
ク
ラ
ブ

柏
井
町
１
～
１
６
０
３
～
30

（
３
０
３
）１
７
０
７

　

市
政
全
般
を
鳥
の
目

で
、
地
元
地
域
を
ア
リ

の
目
で
、
そ
し
て
常
に
市
民
の
目
線
で
。
地
方
分

権
が
現
実
と
な
り
、
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用

し
た
市
民
生
活
第
一
の
安
全
・
安
心
な
社
会
、
街

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、
初
心
忘
れ
ず
ガ
ン
ガ
ン
頑
張
り
ま
す
。

中
山
幸
紀

（59）

自
由
ク
ラ
ブ

南
大
野
２
～
４
～
Ｃ
～
８
０
６

（
３
３
８
）１
８
３
０

　

現
在
、
東
京
外
郭
環

状
道
路
の
完
成
に
向
け

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い

都
市
基
盤
の
整
備
、
心
の
通
っ
た
街
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
介
護
の
問
題
を

含
む
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
救
急
医
療
体

制
の
充
実
等
も
然
り
で
す
。
今
年
も
皆
様
の
お
声

に
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

増
田
三
郎

（74）

自
由
ク
ラ
ブ

大

和

田

２

～

12

～

２

（
３
７
７
）８
８
８
３

　

新
年
を
迎
え
、
市
政

も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
夢
と
希
望
の
持

て
る
、
社
会
と
市
政
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

医
療
、
福
祉
、
子
育
て
の
充
実
で
安
心
し
て
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
市
政
に
す
る
こ
と
が
、
共

通
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

大
き
く
前
進
で
き
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
瓶
忠
良

（66）

日
本
共
産
党

平

田

４

～

23

～

21

（
３
７
０
）０
４
３
１

　

昨
年
は
中
国
分
で
、

自
治
会
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
反
対
運
動
し
、
住
友
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画

を
断
念
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
要
望
、
デ
コ
ボ
コ
歩
道
の
改
善
や

危
な
い
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
、
信
号
機
の

設
置
を
、
な
ど
市
や
県
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

清
水
み
な
子

（52）

日
本
共
産
党

菅
野
２
～
14
～
14
～
２
０
６

（
３
２
３
）３
６
４
０

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
民
主
党
連
立
政
権
の
誕
生
に
よ
り
「
地

域
主
権
」
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

都
市
間
競
争
の
時
代
を
迎
え
る
中
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
お
聞
き
し
つ
つ
、
市
川
市
の
進
路
の
誤
り

な
き
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

荒
木
詩
郎

（55）

民
主
ク
ラ
ブ

塩
浜
４
～
２
～
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～
６
０
１
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９
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新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
年
、
20
年
後
の
市
川
の
未
来
を
見
据
え
、
あ

る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
、
今
年
も
市
政
の
改
革

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
住
ん

で
良
か
っ
た
、
住
み
た
い
と
思
え
る
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
街
「
市
川
」
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
永
鉄
兵

（35）

緑

風

会

市
川
３
～
27
～
20
～
１
３
０
６

（
３
２
３
）１
３
０
４

　

新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
今
、
本
年
も
幅
広
い
視
野
を

心
掛
け
、
現
実
的
に
考
え
具
体
的
に
行
動
す
る
こ

と
を
信
念
に
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
将
来
を
見

据
え
た
市
政
発
展
の
為
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。
皆
様
に
と
っ
て
本
年
も
素
晴
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
様
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

並
木
ま
き

（31）

民
主
ク
ラ
ブ
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
、
幸
多
く
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
大
衆
と
と

も
に
語
り
、
大
衆
と
と
も
に
戦
い
、
大
衆
の
中
に

死
ん
で
い
く
」 

と
の
公
明
党
立
党
精
神
を
原
点
に

研
鑽
・
誠
実
・
清
潔
・
正
義
の
議
員
と
し
て
戦
う

所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大

場
　

諭
（53）

公

明

党

下

貝

塚
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～
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～
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３
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２
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期
待
と
不
安
の
錯
綜

す
る
時
代
を
迎
え
る
中

で
「
生
活
を
守
り
抜
く
」
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
と
同
時
に
議
員
の
質
が
問
わ
れ
る

時
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と

結
び
つ
き
、
現
場
を
歩
き
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
市
政
に
反
映
さ
せ
て
、「
安
心
の
市
川
」
を

実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮

本
　

均
（50）

公

明

党

新

田
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市
議
と
な
っ
て
二
年

半
。
障
が
い
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
防
災
対

策
、
外
国
籍
児
童
生
徒
の
教
育
、
市
職
員
の
雇
用

問
題
等
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
当
事
者
と
手
を
た
ず
さ
え
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
市
民
全
体
の
福
祉
向
上
の
た
め
体
力
・
気
力
・

知
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

石
原
美
佐
子

（46）

市
民
連
合
・
あ
い

南
大
野
３
～
24
～
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～
５
０
６
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３
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　議員は、お祭りへの寸志、スポーツ大会への差し入れ、近所へのお祝いなどの寄附を

することや、年賀状等の時候のあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）を出

すことが公職選挙法で禁止されています。

　また、議員に対する寄附の勧誘・要求も禁止されています。

議員の寄附や年賀状は公職選挙法で
禁止されています。

　

こ
の
春
愈
々
市
川
駅

南
口
再
開
発
事
業
の
全

て
が
完
成
、
ア
イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ
ン
新
し
い
街
の

誕
生
で
す
。
千
葉
光
行
前
市
長
の
大
英
断
・
権
利

者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
ご
協
力
と
市
職
員

の
献
身
的
努
力
の
集
大
成
で
す
。
こ
れ
か
ら
周
辺

商
店
街
の
再
整
備
・
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
私

も
皆
さ
ん
の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

金

子
　

正
（66）

み
ら
い
・
つ
ば
さ

市
川
南
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～
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本
年
も
市
民
の
安
全

と
安
心
を
守
る
為
、
防

犯
・
防
災
対
策
の
充
実
、
子
育
て
支
援
と
高
齢
者

対
策
な
ど
福
祉
の
充
実
、
教
育
問
題
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
街
づ
く
り
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
し
て
「
一
人
の
人
を
大
切
に
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
市
民
の

〝
生
活
を
守
り
抜
く
〟
為
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

笹

浪
　

保
（61）

公

明

党
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市 議 会 だ よ り第１８８号 2010年（平成22年）１月１日 （４）

　定例会や臨時会に提案された市長提出議案及

び議員発議、請願・陳情の審議結果を掲載して

います。

　また、議員別表決結果一覧も掲載しています。

審議結果一覧
　定例会・臨時会の開会期間中に、議場での本

会議の模様を生中継で放送しています。

　録画中継は生中継終了後、２日程度後（土、日、

祝日を除く）より、次の定例会開催まで放送し

ています。

議会中継

　本会議での発言内容を掲載しています。ホー

ムページの他に、製本版の会議録は市政情報セ

ンター・男女共同参画センター・勤労福祉セン

ター・中央図書館・行徳図書館・大野公民館図

書室でご覧になれます。

会 議 録
　議長や議員、会派や議会事務局といった市議

会の組織や、本会議や常任委員会、特別委員会

における議会の運営について、また、開会から

閉会までの議会の流れをわかりやすく掲載して

います。

委員会など（市議会のしくみ）

ホームページ情報一覧

　

市
川
市
議
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。定
例
会
ご
と
の
審
議
結
果
一
覧
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
議
会
中
継
、
会
議
録
の
他
、
市
議
会
の

し
く
み
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会

だ
よ
り
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

市議会は市民と行政の架け橋
http://www.city.ichikawa.lg.jp/cou01/1541000002.html
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